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同
窓
会
総
会
が
、
八
月
二
十

日
磐
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
大

勢
の
同
窓
生
が
集
ま
り
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
同
窓
会
長
と
校

長
先
生
の
挨
拶
の
後
、
議
事
で

事
業
報
告
・
決
算
・
予
算
等
の

承
認
、
選
考
委
員
会
か
ら
、
監

査
役
に
堀
口
道
昭
さ

ん
（
高
10
回
）
の
後

任
に
青
島
公
悦
さ
ん

（
高
12
回
）を
推
薦
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
卒
業

後
70
年
・
60
年
・
50

年
の
方
々
に
金
・

銀
・
銅
メ
ダ
ル
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ジ
ャ

ズ
の
演
奏
が
楽
し
い

当
番
年
次
を
代
表
し
て

実
行
委
員
長
　
高
36
回
　
稲
垣
和
也

▲アトラクションのジャズピアノ演奏

卒
業
60
周
年
の
見
中
19
回
生

時
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

（
原
田
）

未来 架け橋への未来 架け橋への
第７９回 同窓会総会開催 

ま
ず
、
第
七
十
九
回
同
窓
会

総
会
及
び
懇
親
会
に
つ
き
ま
し

て
、
多
数
の
同
窓
会
会
員
の
皆

様
の
ご
出
席
を
頂
き
盛
会
の
内

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
当

番
年
次
高
三
十
六
回
を
代
表
し

て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
同
窓
生
の
皆

様
ほ
か
役
員
、
校
内
幹
事
の
諸

先
生
方
、
諸
先
輩
方
に
御
指
導
、

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

我
々
高
校
三
十
六
回
生
も
、

諸
先
輩
方
の
例
に
漏
れ
ず
、
不

安
だ
け
が
先
行
す
る
う
ち
に
準

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

す
べ
て
が
初
め
て
の
、
だ
れ

も
経
験
者
の
い
な
い
中
で
本
当

に
開
催
で
き
る
の
か
と
何
度
も

自
問
し
た
も
の
で
し
た
。

で
き
る
事
を
で
き
る
人
が
し

よ
う
。
そ
ん
な
気
持
だ
け
で
取

り
組
み
始
め
た
我
々
で
し
た
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
三
十
六

回
生
で
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
担
当
し
た
三
十
六
回
生
の
寺

田
郁
世
さ
ん
は
、
持
ち
時
間
一

杯
を
使
っ
て
す
ば
ら
し
い
ピ
ア

ノ
弾
き
語
り
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
懇
親
会
に
華
を
添
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
自
分
達

ら
し
い
手
作
り
の
懇
親
会
を
催

す
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
卒
業
二
十
年
目
の
同

級
生
と
の
再
会
は
、
懐
か
し
く
、

楽
し
い
も
の
で
し
た
。

来
年
は
、
い
よ
い
よ
八
十
回

を
迎
え
る
母
校
同
窓
会
総
会
で

あ
り
ま
す
。
同
窓
会
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
我
々
に
と
っ
て

は
、
八
十
年
の
時
の
流
れ
は
想

像
す
る
こ
と
も
難
し
い
長
さ
で

あ
り
ま
す
が
、
今
回
で
そ
の
伝

統
に
少
し
は
近
づ
け
た
も
の
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
50
周
年
の
高
８
回
生

卒
業
40
周
年
の
高
17
回
生
寄
付
金
贈
呈

ジ
ャ
ズ
演
奏
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

◎運動部（県大会→東海大会→インターハイ）
男子テニス部 学校対抗・県ベスト８
弓 道 部 鈴木　伸明・県３位
剣 道 部 団体女子・県３位

・東海ベスト８
小野　裕子・東海準優勝
大場　千裕・県５位

山 岳 部 県５位
陸 上 部 川口　直哉・棒高跳び5m15

全国優勝（２連覇）
4×100R 県４位・東海４位
4×400R 県５位・東海２位

水 球 部 県優勝・東海３位

◎文化部（県大会→全国総合文化祭）
将 棋 部 団体・県優勝・全国準優勝

ビジュアル部 写真部門
伊藤　美帆・県知事賞
浅井　琴美・県教育長賞
春山　智美・県優秀賞
高田早由里・県激励賞

◎SSH（スーパーサイエンスハイスクール）
生徒研究発表会
理数科３年・ポスター発表賞全国ベスト４
〈ポスター発表とは〉
研究成果をパネル（ポスター）にまとめ質
疑応答を交えて分かりやすくリポートする
発表方法

◎エコ作文コンテスト
（愛知万博オーストラリア館主催）
青島　佑太・全国最優秀賞
テーマ「地球環境のために私たちができること」

①はぐま祭 今年のテーマは“躍動”
②剣道部の活躍
③水球部 県優勝
④マラソン大会はエコパ（小笠山
　総合運動場）で
⑤ＳＳＨポスター発表の様子

① ②
③ ④ ⑤

今年の夏は暑かった 今年の夏は暑かった 

八
月
二
十
一
日
。
慰
霊
祭
の
一
日
が
終
わ
り
、

開
放
感
の
よ
う
な
寂
し
さ
の
よ
う
な
充
足
感
の
よ

う
な
、
不
思
議
な
感
覚
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
役
員
の
皆
様
、
南
高
教
職
員
の
皆
様
、

現
役
弦
楽
合
奏
部

の
皆
さ
ん
、
恩
師

の
先
生
方
、
そ
し

て
南
高
二
十
七
回

生
の
仲
間
た
ち
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
し

て
ご
苦
労
様
で
し

た
。慰

霊
祭
で
は
、

こ
の
一
年
に
ご
逝
去
さ
れ
た
八
十
三
名
の
同
窓
会

員
と
早
世
し
た
同
級
生
七
人
の
御
霊
の
平
安
を
、

無
宗
教
の
形
で
お
祈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
級
生
の
ご
遺
族
二
家
族
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
早
く
し
て
逝
っ
て
し
ま
っ
た
友
、
そ
し
て

大
切
な
家
族
を
、
故
人
が
ま
ぶ
し
い
青
春
を
過
ご

し
た
母
校
で
、
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
年
前
、
同
窓
会
担
当
年
次
で
、
卒
業
二
十
年

に
し
て
同
級
生
が
顔
を
合
わ
せ
た
と
き
、
高
校
時

代
に
は
感
じ
得
な
か
っ
た
同
級
生
の
あ
り
が
た
み

が
身
に
染
み
、
母
校
で
と
も
に
学
ん
だ
喜
び
と
母

校
の
伝
統
の
重
み
を
改
め
て
実
感
し
た
も
の
で
し

た
。そ

し
て
今
日
、
亡
き
友
を
偲
ん
で
卒
業
三
十
年

の
人
生
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
語

っ
た
「
時
と
空
間
を
越
え
た
同
窓
会
」。
温
か
く

優
し
い
時
間
に
身
を
置
き
、
人
生
の
大
き
な
糧
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

慰
霊
祭
を
終
え
て

慰
霊
祭
担
当
実
行
委
員
長

高
27
回
　
古
山
正
樹

▲慰霊祭
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会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご

清
祥
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
去
る
8
月
21
日
、

来
賓
の
方
々
を
は
じ
め
多
数
の

会
員
の
皆
様
方
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、
第
79
回
同
窓
会
総
会

を
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
事

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
も
太
田
校
長
先

生
を
迎
え
て
二
年
目
と
な
り
、

進
学
、
ス
ポ
ー
ツ
等
着
実
な
学

校
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の

事
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
の
高
校
総
体
で
の
川

口
直
哉
君
の
棒
高
跳
び
二
連
覇

達
成
は
、
特
筆
す
べ
き
も
の
と

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、四
年
間
中
断
さ
れ
て

い
た
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高
校

と
の
交
流
事
業
が
今
年
か
ら
再

開
さ
れ
、3
月
20
日
よ
り
31
日
ま

で
の
12
日
間
、生
徒
25
名
、
教

員
・
後
援
会
役
員
6
名
で
訪
問

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
四
年
間

の
ブ
ラ
ン
ク
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、M
・
V
高
校
の
校
長
・
副

校
長
も
変
り
が
な
く
、特
に
副
校

長
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
市
の

市
長
も
さ
れ
て
お
り
、我
々
の
心

配
を
吹
き
と
ば
す
受
入
れ
態
勢

と
熱
い
歓
迎
を
受
け
、大
き
な
成

果
を
収
め
ま
し
た
。
来
年
は
母

校
が
受
入
れ
側
に
な
り
ま
す
。

次
に
同
窓
会
名
簿
の
発
行
に

つ
き
、
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

五
年
毎
に
発
行
さ
れ
て
い
る
同

窓
会
名
簿
は
今
年
10
〜
11
月
に

刊
行
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
発
行

作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
内
容
も
充
実
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
に
ご
購
入
い
た
だ
き

た
く
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
の
予
約
部
数
は
、
約
三
千

部
で
す
。

去
る
7
月
23
日
に
袋
井
支
部

が
新
た
に
設
立
さ
れ
、
同
窓
会

組
織
も
さ
ら
に
充
実
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

後
援
会
も
、
12
年
間
務
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
加
藤
喜
一
郎

理
事
長
が
退
任
さ
れ
、
大
橋
正

巳
理
事
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
母
校
の
益
々
の
発

展
と
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

高
体
連
役
員
と
し
て
、
毎
年

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
視
察
に
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
「
千
葉
き

ら
め
き
総
体
」
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。
県
内
選
手
の
激
励
が
努

め
な
の
で
す
が
、
い
つ
も
選
手

か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
の

が
実
状
で
す
。
各
県
か
ら
激
戦

を
勝
ち
抜
い
て
き
た
選
手
達
、

憧
れ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
自

分
・
チ
ー
ム
を
試
そ
う
と
輝
い

て
い
ま
す
。
勝
敗
は
さ
て
お
き
、

一
途
に
競
技
に
挑
む
ひ
た
む
き

さ
、
額
に
光
る
汗
は
何
も
の
に

も
代
え
難
い
青
春
の
1
ペ
ー
ジ

で
す
。
高
校
生
の
躍
動
感
溢
れ

る
競
技
と
共
に
、
純
粋
な
情
熱

に
心
打
た
れ
、
熱
い
感
動
に
包

ま
れ
る
の
で
す
。

そ
の
中
で
、
連
覇
と
い
う
重

圧
に
負
け
ず
栄
冠
に
輝
い
た
棒

高
跳
び
の
川
口
君
は
見
事
で
し

た
。
磐
田
南
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

が
競
技
場
の
空
に
舞
っ
た
瞬
間

で
す
。
彼
に
は
夢
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
気
高
さ
、
及
び
不
屈
の
精

神
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
彼
の

ジ
ャ
ン
プ
で
学
校
の
勢
い
に
拍

車
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

ま
た
、
7
月
末
に
開
か
れ
た

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
（
青
森

県
）
に
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
部
、
将

棋
部
が
代
表
と
し
て
出
場
し
、

将
棋
が
準
優
勝
と
活
躍
し
ま
し

た
。
今
更
な
が
ら
、
磐
南
生
の

能
力
の
高
さ
、キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の

大
き
さ
に
感
心
し
た
も
の
で
す
。

自
分
の
独
自
性
を
見
極
め
、そ
れ

を
最
大
限
の
ば
す
こ
と
で
、夢
を

膨
ら
ま
せ
心
の
広
い
豊
か
な
人

間
と
し
て
成
長
す
る
範
と
な
っ

て
い
ま
す
。
他
生
徒
へ
の
良
い

刺
激
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

の
学
校
へ
の
御
理
解
・
御
支
援

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

の
御
活
躍
は
私
達
の
励
み
で
す
。

益
々
の
御
活
躍
・
御
健
勝
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高
校
と
の
交
流
再
開
同
窓
会
長
　
大
橋
　
忍

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

我
校
の
活
躍
磐
田
南
高
等
学
校
長
　
太
田
一
夫
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高1回  加藤喜一郎　　高7回  加藤　武 

株式会社　中　  松 

7
月
上
旬
、
2
0
1
2
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
が

ロ
ン
ド
ン
に
決
定
。
中
旬
に

カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

で
世
界
水
泳
が
、
8
月
上
旬

に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル

シ
ン
キ
で
世
界
陸
上
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

国
際
大
会
を
見
る
た
び
に
、

母
校
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
メ

ダ
リ
ス
ト
の
レ
リ
ー
フ
記
念

碑
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
レ
リ
ー
フ
は
、
我
ら

が
母
校
の
先
輩
で
水
泳
の
メ

ダ
リ
ス
ト
、
牧
野
正
蔵
（
中

7
回
）
・
伊
藤
（
寺
田
）
登

（
中
9
回
）・
杉
浦
重
雄
（
中

10
回
）
の
三
選
手
で
あ
り
ま

す
。平

成
元
年
に
新
プ
ー
ル

（
縦
50
m
横
22
m
）
が
完
成
、

平
成
三
年
に
高
校
総
体
水
球

競
技
会
場
と
な
っ
た
の
を
記

念
し
て
、
母
校
創
立
七
十
周

年
行
事
の
一
環
と
し
て
、
同

窓
会
に
よ
っ
て
新
装
な
っ
た

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
建
設
さ

れ
、
同
年
7
月
17
日
に
除
幕

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

牧
野
選
手
は
第
10
回
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
大
会（
昭
和
七
年
）

で
1
5
0
0
m
自
由
形
銀
メ

ダ
ル
、
次
の
第
11
回
ベ
ル
リ

ン
大
会
（
昭
和
十
一
年
）
で

は
伊
藤
選
手
1
5
0
0
m
自

由
形
金
メ
ダ
ル
、
杉
浦
選
手

8
0
0
m
リ
レ
ー
金
メ
ダ

ル
、
牧
野
選
手
4
0
0
m
自

由
形
銅
メ
ダ
ル
と
い
う
快
挙

で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
メ
ダ
リ
ス
ト

を
輩
出
し
た
こ
と
は
、
我
々

同
窓
生
は
も
と
よ
り
、
郷
土

の
栄
誉
で
あ
り
ま
す
。

▲ロサンゼルス五輪1,500m自由形2位の表彰状

母
校
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
三
選
手
レ
リ
ー
フ
輝
く

静
岡
県
立
磐
田
南
高
等
学
校
 

校
 

歌
 

昭
和
５
年
見
付
中
学
校
校
歌
と
し
て
制
定
 

　
　
　
　
　
　
　
　
作
詞
　
伊
藤
　
恕
 

　
　
　
　
　
　
　
　
作
曲
　
草
川
　
宣
雄
 

昭
和
30
年
磐
田
南
高
等
学
校
校
歌
と
し
て
制
定
 

　
　
　
　
　
　
　
　
詞
補
　
木
原
　
美
義
 

　
　
　
　
　
　
　
　
同
 
 
鮫
島
　
義
隆
 

霊
峰
富
士
に
朝
日
照
り
そ
ひ
 

ほ
の
ぼ
の
晴
る
る
四
方
の
彩
雲
 

あ
あ
秀
麗
の
色
映
え
て
 

祖
国
の
姿
あ
き
ら
け
く
 

永
和
の
栄
を
尊
み
仰
ぐ
 

若
き
我
等
に
溢
る
る
光
 

歴
代
同
窓
会
長
が
御
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

第
12
代

松
下
錬
司
様（
中
9
）

第
14
代

村
上
俊
郎
様（
中
15
）

謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

合
掌

学
校
後
援
会
及
び
同
窓
会

役
員
交
代
の
お
知
ら
せ

後
援
会
長

加
藤
　
喜
一
郎
（
高
1
回
）
退
任

大
橋
　
正
巳

（
高
10
回
）
就
任

監
　
査

堀
口
　
道
昭

（
高
10
回
）
退
任

青
島
　
公
悦

（
高
12
回
）
就
任

❑

同
窓
会
支
部
の
活
動

◆
袋
井
支
部
が
誕
生
し
ま
し
た

七
月
二
十
三
日
に
総
会
を
開

き
、百
六
十
名
余
り
の
同
窓
生
が

袋
井
市
総
合
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

り
、楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お
互
い
大
勢
集
ま
っ
た
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
こ

ん
な
機
会
を
欲
し
て
い
た
の
だ

と
思
い
、
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

久
野
亮
一
（
高
11
回
）

◆
関
東
支
部
総
会

十
一
月
十
二
日
（土）
13
時
〜

日
本
教
育
会
館
9
階（
千
代
田

区
一
ツ
橋
二
│
六
│
二
）
に
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
関
西
支
部
総
会

九
月
十
日

◆
磐
田
支
部
総
会

来
年
五
月
十
七
日

私
達
に
は
お
馴
染
み
の
南
高

の
校
歌
・
応
援
歌
を
制
定
し
て

今
年
で
五
十
年
目
に
な
り
ま
す
。

見
中
の
校
歌
は
制
定
七
十
五
年

で
す
。
当
時
校
歌
作
成
委
員
長

で
あ
り
、
応
援
歌
の
作
詞
者
で

も
あ
る
高
8
回
の
鮫
島
義
隆
さ

ん
か
ら
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
し

た
。昭

和
三
十
年
に
生
徒
会
で
校

歌
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
指
名
さ
れ
た
鮫
島
さ
ん
始

め
数
名
の
委
員
が
、
大
変
な
努

力
の
末
、
校
長
先
生
・
音
楽
担

当
の
先
生
方
等
の
ご
協
力
を
得
、

作
ら
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

ど
ん
な
経
緯
で
作
ら
れ
た
も

の
か
知
ら
ず
に
歌
っ
て
い
た
校

歌
や
応
援
歌
。
こ
れ
か
ら
は
当

時
の
先
輩
達
を
想
い
な
が
ら
歌

い
た
い
も
の
で
す
ね
。

南
高
校
歌
・
応
援
歌

制
定
の
想
い
出

切
り
取
り
線
 

切
り
取
り
線
 

切り取り線 切り取り線 

ご意見欄  
今回の「同窓会だより」をお読みいただき、
ご感想、ご意見等をお送りください。 
宛先 〒438-8686　磐田市見付3084 
 静岡県立磐田南高等学校 同窓会 
 FAX.〈0538〉37-8375

お名前 （中・高）　  回 

ご住所 
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二
〇
〇
〇
年
　
一
億
二
千
七
百

万
、
二
〇
二
〇
年
　
一
億
二
千
四

百
万
、
二
〇
五
〇
年
　
一
億
、
こ

の
数
字
、
何
の
数
字
か
分
か
り
ま

す
か
。
我
国
の
総
人
口
の
予
測
で

す
。
二
〇
〇
五
・
六
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
二
〇
五
〇
年
に
は
二
〇

〇
〇
年
の
七
十
八
・
七
％
に
な
り

ま
す
。
も
っ
と
恐
ろ
し
い
の
は
、

生
産
年
令
人
口
（
十
五
〜
六
十
四

才
）
の
減
少
で
二
〇
五
〇
年
に
は

六
十
一
・
六
％
に
減
少
し
、
逆
に

老
齢
人
口
（
六
十
五
才
以
上
）
は
、

百
五
十
九
％
に
増
加
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
年
金
等
い
ろ
い
ろ
な
今
の

社
会
シ
ス
テ
ム
に
支
障
を
き
た
す

原
因
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
人
口

が
減
れ
ば
需
要
も
減
る
の
で
生
産

が
減
っ
て
も
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る

と
い
う
楽
観
論
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
日
本
は
輸
出
で
成
り
立
っ

て
い
る
国
で
す
か
ら
、
生
産
を
減

ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
世
界
の
人
口
は
増
加
し
て
い
ま

す
か
ら
生
産
は
増
や
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け

ば
、
労
働
年
令
人
口
の
減
少
が
、

モ
ノ
作
り
の
国
日
本
を
破
綻
さ
せ

る
で
し
ょ
う
。

解
決
策
は
、
い
く
つ
か
の
策

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ
と
が

必
要
と
思
い
ま
す
が
、
基
本
は
、

絶
対
に
モ
ノ
作
り
を
減
退
さ
せ

な
い
こ
と
で
す
。
我
国
は
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
モ
ノ
作
り
で
は
世
界
一
で

す
。
今
の
モ
ノ
作
り
の
シ
ス
テ
ム

を
発
展
さ
せ
人
を
使
わ
な
い
で
造

る
究
極
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
、
最

高
の
解
決
策
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
近
年
の
技
術
の
進
歩
か
ら
す

れ
ば
可
能
性
は
非
常
に
高
く
、
ト

ヨ
タ
を
始
め
い
く
つ
か
の
企
業
は

新
し
い
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
省
人
化
・
無
人
化
を
進
め

て
い
ま
す
。

五
十
年
あ
ま
り
に
わ
た
り
生
産

設
備
、
特
に
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

に
関
わ
っ
て
き
た
わ
が
社
も
、
こ

の
難
局
の
解
決
に
参
加
で
き
る
こ

と
を
誇
り
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人口減少と
オートメーション

高13回 山内致雄
（（株）電興社代表取締役社長）
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私
が
磐
田
南
高
校
に
入
っ

た
の
は
、
一
九
五
六
年
で
あ

っ
た
。
山
梨
町
春
岡
の
農
家

の
出
身
で
、
中
学
ま
で
は
大

学
と
言
う
も
の
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
。
高
校
に

入
っ
た
ら
、
城
山
中
な
ど
の

連
中
は
、
既
に
高
校
一
年
の

数
学
ま
で
勉
強
し
て
い
て
大

学
受
験
を
目
指
し
て
い
た
。

私
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
そ
の
後
長
く
私
の
ト

ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
、
田
舎
者

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
脱
皮
出

来
た
の
は
東
大
・
東
工
大
出

身
の
部
下
を
持
ち
、
学
会
で

活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
。

元
々
機
械
が
好
き
だ
っ
た

が
東
北
大
で
は
金
属
と
電
気

通
信
が
有
名
と
言
う
こ
と
で
、

当
時
一
番
人
気
だ
っ
た
電
子

工
学
科
に
進
ん
だ
。
若
手
で

売
り
出
し
中
だ
っ
た
西
澤
潤

一
先
生
の
研
究
室
は
希
望
者

が
殺
到
し
、
私
は
化
合
物
半

導
体
を
や
っ
て
い
た
和
田
研

に
入
っ
た
。
し
か
し
、
西
澤

先
生
に
は
可
愛
が
っ
て
も
ら

っ
て
卒
業
後
も
色
々
な
所
で

お
世
話
に
な
っ
た
。

修
士
を
修
了
し

て
、
恩
師
の
紹
介
で

日
本
電
気
中
央
研
究

所
に
勤
め
た
。
博
士

課
程
に
進
ん
だ
同
級

生
に
負
け
な
い
よ
う

英
語
で
論
文
も
書
き

た
い
し
、
海
外
に
も

行
き
た
い
と
、
不
得

意
な
英
語
を
必
死
で

勉
強
し
た
。
お
陰
で

順
調
に
論
文
も
書

け
、
恩
師
・
西
澤
両

先
生
の
支
援
の
下
、

三
十
二
歳
で
博
士
号

を
貰
え
た
。
そ
の
年

か
ら
英
国
中
部
の
大

学
に
一
年
半
博
士
研

究
員
と
し
て
雇
っ
て
貰
っ
た
。

念
願
の
海
外
で
の
研
究
が
実

現
し
た
。

帰
国
後
も
米
国
で
の
世
界

最
高
の
電
気
系
国
際
会
議
で

発
表
し
た
り
、
座
長
や
パ
ネ

リ
ス
ト
を
務
め
た
り
、
世
界

の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る

と
言
う
実
感
が
あ
っ
た
。
先

日
文
化
功
労
者
の
顕
彰
を
受

け
た
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

の
赤
崎
勇
先
生
も
そ
の
頃
か

ら
の
付
き
合
い
で
、
お
陰
で

一
九
九
七
年
の
最
初
の
窒
化

物
半
導
体
国
際
会
議
の
運
営

に
も
参
加
さ
せ
て
戴
い
た
。

百
億
円
裁
判
で
有
名
に
な

っ
た
中
村
修
二
氏
も
そ
の
会

議
か
ら
の
付
き
合
い
で
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
へ
教
授

で
行
く
時
は
、
受
け
入
れ
主

任
教
授
か
ら
頼
ま
れ
て
推
薦

状
を
書
い
た
。

四
十
歳
の
時
、
製
品
化
を

担
当
し
ろ
と
言
わ
れ
た
が
、

世
界
の
第
一
線
の
研
究
者
と

交
流
で
き
る
研
究
生
活
を
離

れ
る
の
が
忍
び
難
く
、
筑
波

大
学
に
移
っ
た
。
大
学
で
半

導
体
の
研
究
を
す
る
の
は
大

変
な
事
で
あ
っ
た
が
、
教
育

と
言
う
別
の
楽
し
み
が
あ
っ

た
。
未
だ
に
私
立
大
で
学
生

を
教
え
、
今
夏
も
ド
イ
ツ
で

の
国
際
会
議
に
行
く
予
定
で

あ
る
。

金
と
権
力
に
は
恵
ま
れ
な

か
っ
た
が
、
世
界
中
の
多
く

の
人
達
と
交
流
出
来
た
こ
と

を
悔
い
て
は
い
な
い
。
こ
れ

も
一
つ
の
人
生
で
あ
る
。

田舎者の研究人生
高
11
回

長
谷
川
文
夫

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

工
学
博
士

工
学
院
大
学
電
子
工
学
科
教
授

筑
波
大
学
名
誉
教
授

山
縣
さ
ん
は
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
立
大
学
で
メ

デ
ィ
ア
学
を
学
び
、
現
在
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ス

タ
ー
。
世
界
陸
上
で
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
リ
ポ
ー
タ
ー

を
務
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
同
窓

生
一
同
応
援
し
て
い
ま
す
。

①
大
会
期
間
中
の
印
象
的
な
選
手
や

出
来
事
は
？

選
手
で
は
100
m
200
m
連
覇
し
た
米
の
ガ

ト
リ
ン
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
き
こ
の
大

会
で
の
快
挙
は
本
当
に
実
力
の
あ
る
証
拠

な
ん
で
す
。
あ
と
、
米
の
ハ
ー
ド
ル
の
ジ

ョ
ア
ン
ナ
・
ヘ
イ
ズ
。
彼
女
と
は
も
と
も

と
面
識
が
あ
り
個
人
的
に
も
す
ご
く
応
援

し
て
い
た
の
で
す
が
、
最
後
の
方
で
転
倒

し
て
し
ま
い
ゴ
ー
ル
後
泣
き
崩
れ
て
い
た

の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
他
、

為
末
選
手
の
時
が
一
番
天
候
が
悪
か
っ
た

ん
で
す
が
、
普
通
は
そ
こ
で
テ
ン
シ
ョ
ン

が
下
が
っ
た
り
、
体
調
を
崩
し
た
り
す
る

人
が
多
い
の
で
す
が
、
為
末
選
手
は
逆
に

向
か
い
風
や
追
い
風
を
計
算
に
入
れ
て
、

少
し
で
も
自
分
に
有
利
に
な
る
よ
う
計
算

を
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
あ
の
結

果
に
結
び
つ
い
た
の
で
、
と
て
も
賢
い
人

だ
と
思
い
ま
し
た
。
普
段
も
と
て
も
哲
学

的
な
方
で
す
。

②
取
材
中
の
失
敗
談
は
？

小
さ
な
失
敗
は
数
多
く
あ
っ
た
の
で
す

が
、
一
番
大
き
な
失
敗
は
マ
ラ
ソ
ン
の
タ

イ
ム
の
２
時
間
を
２
分
と
言
っ
て
し
ま

い
、
す
ぐ
に
言
い
直
し
た
こ
と
で
す
。
後

で
沢
野
選
手
に
聞
い
た
の
で
す
が
、
選
手

村
で
は
「
山
縣
さ
ん
が
す
ご
く
緊
張
し
て

る
み
た
い
だ
か
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時

と
か
で
き
る
だ
け
助
け
て
あ
げ
よ
う
」
と

も
話
さ
れ
て
い
た
そ
う
な
ん
で
す
。
選
手

に
気
を
つ
か
わ
せ
て
し
ま
っ
た
な
ん
て
大

変
申
し
訳
な
い
で
す
。

③
一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

ス
タ
ジ
ア
ム
の
大
歓
声
で
隣
の
人
の
声

で
さ
え
よ
く
聞
こ
え
な
い
中
、
生
放
送
と

い
う
時
間
と
の
戦
い
の
中
で
、
選
手
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
進
め
る
こ
と
で
し
た
。

あ
ら
か
じ
め
質
問
を
用
意
し
て
お
く
の
で

す
が
、
競
技
の
結
果
次
第
で
は
使
え
な
い

も
の
も
で
て
き
ま
す
し
、
海
外
選
手
の
場

合
は
英
語
と
日
本
語
を
使
い
分
け
な
が

ら
、
何
を
質
問
す
る
か
考
え
、
更
に
そ
の

最
中
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
の
指
示
も
聞

く
と
い
う
、
同
時
に
い
く
つ
も
の
こ
と
を

こ
な
す
の
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

④
今
後
の
夢
を
教
え
て
下
さ
い

も
と
も
と
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
に
な

り
た
く
て
、
今
は
ま
だ
本
当
に
ス
タ
ー
ト

地
点
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
将
来
的
に

は
取
材
し
て
自
分
の
言
葉
で
解
説
も
し
た

り
、
ま
た
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

自
分
が
も
と
も
と
陸
上
を
や
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
陸
上
が
好
き
な
の
で
、
陸

上
が
も
っ
と
も
っ
と
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
自
分
も

が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

世
界
陸
上
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会（

）の

リ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
て

山
縣
苑
子
さ
ん（
高
53
回
）に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た

8／6
〜
8／14

編集委員会で　はぐま会館（8月27日）
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出
産
後
3
ヶ
月
で
実
家
の

お
母
さ
ん
の
店
に
美
容
師
と

し
て
復
帰
し
、
現
在
二
歳
に

な
る
男
の
子
の
お
母
さ
ん
と

し
て
子
育
て
ま
っ
最
中
の
鬼

石
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

①
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
で

育
児
と
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
す
か

基
本
的
に
は
母

と
交
替
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
お
客
様

が
入
っ
て
な
い
時

間
に
母
屋
で
子
供
の
め
ん
ど

う
を
み
て
き
ま
し
た
。
最
近

は
少
し
大
き
く
な
り
ひ
と
り

遊
び
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
も
き
た
の
で
お
店
の
中
に

い
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
仕
事
を
し
な
が
ら
の
育

児
は
大
変
な
事
も
あ
り
ま
す

が
、
私
に
と
っ
て
は
メ
リ
ハ

リ
が
つ
く
こ
と
で
か
え
っ
て

育
児
だ
け
の
生
活
よ
り
充
実

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

②
で
も
、
理
想
と
現
実
の
ギ

ャ
ッ
プ
等
で
の
悩
み
も
あ

り
ま
す
よ
ね
？

出
産
前
に
は
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
子
供
に
接
し
て
あ

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
ビ
デ
オ
に
子

守
り
さ
せ
て
い
た
り
と
か
…
。

感
情
的
に
怒
っ
て
し
ま
っ
た

後
に
は
自
己
嫌
悪
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
主

人
に
も
も
っ
と
子
供
と
触
れ

合
う
時
間
を
持
っ
て
欲
し
い

と
思
う
の
で
す
が
、
昼
間
の

反
動
か
ら
か
私
に
べ
っ
た
り

に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

③
同
世
代
の
友
人
達
は
？

結
婚
し
て
子
育
て
し
て
い

る
友
人
は
多
い
で
す
。
専
業

主
婦
も
働
い
て
い
る
人
も
い

ま
す
が
働
い
て
い
る
人
達
に

共
通
す
る
の
は
本
人
な
り
配

偶
者
の
親
な
り
周

囲
の
協
力
が
な
い

と
仕
事
が
む
ず
か

し
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

ま
だ
ま
だ
大
変
な
時
期
は

続
く
と
思
い
ま
す
が
、
子
供

は
い
つ
か
は
親
離
れ
し
て
し

ま
う
も
の
な
の
で
、
今
の
苦

労
も
い
い
思
い
出
と
な
る
よ

う
現
在
の
か
わ
い
い
わ
が
子

を
た
く
さ
ん
抱
き
し
め
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

高33回　野澤 詔子 

磐
田
市
は
、
平
成
17
年
4
月

の
市
町
村
合
併
と
い
う
大
き
な

転
機
を
経
て
、
現
在
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法

略
し
て
次
世
代
法
。
本

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま

で
の
10
年
間
の
時
限
立

法
。
少
子
化
を
踏
ま
え
次

代
を
担
う
子
供
が
健
や
か

に
生
ま
れ
、
育
て
ら
れ
る

環
境
の
整
備
に
行
政
、
民

間
、
国
民
と
社
会
全
体
で

取
り
組
む
た
め
の
法
律
。

行
政
と
民
間
の
両
事
業
主

に
、
職
員
や
従
業
員
が
仕

事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る

よ
う
支
援
計
画
の
策
定
と

実
施
を
求
め
る
。

3,000,000 
（人） 

出生数 合計特殊 
出生率 
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2,000,000 
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少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、仕
事
と
家
庭
を

両
立
で
き
る
よ
う
な
支
援
策
を
企
業
に
求
め
る
次
世
代
法

に
基
づ
き
、行
政
だ
け
で
な
く
企
業
の
少
子
化
対
策
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。 

子
育
て
の
現
状
や
体
験
談
な
ど
か
ら
、次
代
を
担
う
子

供
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、子
育
て
に
優
し
い
社
会
を
つ
く

る
方
策
を
さ
ぐ
っ
て
み
ま
し
た
。 

高
42
回
 
鬼
石
あ
か
ね
さ
ん
 

幼
保
一
元
化 

高
13
回
　
河
合 

晴
夫 

き
な
収
穫
で
し
た
が
…
。）

公
園
デ
ビ
ュ
ー
や
予
防
接
種
な

ど
子
育
て
の
場
面
で
は
父
親
連
れ

は
珍
し
く
、
場
違
い
？
感
も
た
く

出
生
率
の
低
下

わ
が
国
は
、
少
子
化
が
急
速

に
進
行
し
合
計
特
殊
出
生
率
も

低
下
の
一
途
を
た
ど
り
、
労
働

力
人
口
の
減
少
や
現
役
世
代
に

よ
る
社
会
保
障
費
の
負
担
増
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

家
族
形
態
の
変
化
や
子
ど
も
同

士
の
交
流
も
減
少
し
、
こ
れ
が

社
会
性
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ

と
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
は
こ
れ
ま
で
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
、
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
て
少
子
化
対
策
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
15
年
7

月
に
「
少
子
化
社
会
対
策
基
本

法
」、「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
国
、
県
、
市
町
村

及
び
事
業
主
が
一
体
と
な
っ
て

少
子
化
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
、自
治
体
は
も
ち
ろ
ん
、

従
業
員
301
人
以
上
の
事
業
主
に

も
次
世
代
育
成
行
動
計
画
の
策

定
が
義
務
づ
け
さ
れ
ま
し
た
。

晩
婚
化
・
未
婚
化

さ
て
、
少
子
化
は
な
ぜ
進
行

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
原

因
は
様
々
で
す
が
、
晩
婚
化
・

未
婚
化
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
未
婚
率
を
み
る
と
30
代
前

半
の
男
性
が
42.

9
％
、
女
性

は
26.

6
％
（
2
0
0
0
年
国

勢
調
査
）
と
、
1
9
7
0
年
の

3.

6
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
夫
婦
か
ら
出
生
す
る

子
ど
も
数
が
理
想
と
す
る
子
ど

も
数
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
も

要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

で
は
な
ぜ
理
想
と
す
る
子
ど

も
の
数
が
産
め
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か

る
、
子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ

社
会
環
境
に
な
い
、
仕
事
に
差

し
支
え
る
、
自
分
や
配
偶
者
の

年
齢
が
高
い
な
ど
が
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
国
、
県
、
市
町
村

で
は
、
児
童
手
当
の
給
付
、
乳

幼
児
医
療
費
の
助
成
を
は
じ

め
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
保
育

園
の
充
実
、
子
育
て
支
援
の
拠

点
整
備
、
地
域
に
お
け
る
子
育

て
支
援
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立

支
援
、
長
時
間
労
働
を
は
じ
め

と
す
る
働
き
方
の
見
直
し
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
を

磐
田
市
で
は
、
平
成
17
年
度

に
子
育
て
支
援
課
を
新
設
し
、

子
ど
も
を
育
て
や
す
い
街
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援

施
設
の
充
実
や
金
銭
的
助
成
も

大
切
で
す
が
、
子
育
て
中
の
親

子
を
周
り
の
人
た
ち
が
温
か
く

支
え
る
し
く
み
づ
く
り
が
最
も

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
行
政

だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
子
ど

も
を
育
て
る
意
識
が
何
よ
り
も

大
切
で
す
。
子
育
て
は
家
庭
の

問
題
、
特
に
母
親
の
役
割
、
他

人
事
と
し
て
軽
視
し
て
い
る
限

り
、
少
子
化
は
さ
ら
に
深
刻
化

し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
磐
田
市
子
育
て
支
援
課
課
長
）

高
24
回
　
内
山 

敏
子 

子
育
て
に
優
し
い
社
会
を 

最
近
、
少
子
化
対
策
の
一

と
こ
ろ
が
こ
の
制
度
を
一
緒

を
探
る
合
同
会
議
の
場
で
は
、

夏
休
み
が
終
わ
り
、
二
学
期
が
始

ま
る
。
陽
に
焼
け
た
懐
か
し
い
顔
が

集
ま
る
。
入
学
当
初
の
初
々
し
さ
は

さ
す
が
に
薄
れ
た
が
、
子
供
で
も
な

い
、
大
人
で
も
な
い
。
私
に
と
っ
て

人
生
で
最
も
楽
し
か
っ
た
と
言
え
る

高
校
時
代
を
満
喫
し
て
い
る
と
い
っ

た
彼
ら
の
顔
を
、
羨
ま
し
く
さ
え
思

う
。さ

て
、
我
が
ク
ラ
ス
の
平
均
兄
弟

数
は
、
2
・
12
人
。
一
人
っ
子
も
い

る
。
最
も
多
く
て
4
人
。
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
、
兄
弟
ゲ
ン
カ
を
し
た
り
、

テ
レ
ビ
や
お
菓
子
の
争
奪
戦
を
し
た

り
、
手
を
組
ん
で
親
の
目
を
盗
ん
で

い
た
ず
ら
を
し
た
り
…
と
い
っ
た
経

験
を
、
ど
れ
だ
け
し
て
き
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
最
近
思
う
の
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
苦
手
と
す
る
者
や
、

自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
き

れ
な
い
者
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
。

少
子
化
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
が
、

子
供
同
士
の
触
れ
合
い
の
中
で
こ
そ
、

我
慢
や
譲
り
合
い
、
妥
協
や
寛
容
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
が
育
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
。
兄
弟
が

少
な
か
っ
た
ら
、
近
所
の
子
供
、
学

校
で
の
友
人
、
集
団
の
中
で
身
に
つ

く
こ
と
は
多
い
。
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
た
ち
と
、
多
く
の
機
会
に
触
れ

合
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

「
ケ
ー
タ
イ
」
を
手
放
せ
な
い
高
校

生
た
ち
に
、
メ
ー
ル
で
は
な
く
、
話

す
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
の
貴
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
教
師
、
親
と
し
て
の
自
分
も
、

子
供
た
ち
と
互
い
の
目
を
見
て
語
っ

た
り
、
共
に
笑
っ
た
り
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
成
長
に
関
わ
り
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
周
智
高
校
教
諭
）
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では、0歳児から小学
3年生までが利用 

数
年
前
の
教
え
子
の
中
に
、
八
人
兄
妹
の

女
の
子
が
い
た
。

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
家
で
は
な

い
の
で
、
家
族
は
い
つ
も
「
居

間
」
を
中
心
に
暮
ら
し
て
い
た
。

「
居
間
」
の
真
ん
中
に
は
大
き
な

「
ち
ゃ
ぶ
台
」
が
置
か
れ
「
食
卓
」

に
な
っ
た
り
「
学
習
机
」
に
な

っ
た
り
し
て
い
た
。

そ
の
う
ち
に
、
両
親
は
、
大

き
な
家
を
建
て
た
。
さ
ぞ
、
快

適
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
母
親
か

ら
、
思
い
が
け
な
い
言
葉
を
聞
い
た
。

「
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ら
、
家
な
ど
建
て

な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。
み
ん
な
自
分
の
部
屋

に
入
っ
て
し
ま
い
、
バ
ラ
バ
ラ
の
生
活
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
快
適
さ
と
引

き
替
え
に
、
ち
ゃ
ぶ
台
を
囲
ん

で
家
族
が
群
れ
て
生
活
を
す
る

と
い
う
、
家
族
本
来
の
よ
さ
を

失
っ
た
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。

近
年
、
子
供
の
世
界
か
ら
、

群
れ
の
遊
び
が
消
え
た
と
よ

く
い
わ
れ
る
。

子
供
た
ち
は
か
つ
て
は
、

隠
れ
ん
ぼ
や
缶
け
り
を
す
る

た
め
に
仲
間
と
一
緒
に
外
遊
び
を
し
た
。

と
き
に
は
け
ん
か
を
し
な
が
ら
、
群
れ
て
遊

ぶ
の
が
子
供
の
世
界
で
あ
っ
た
。

今
で
は
、
子
供
の
遊
び
は
「
今
日
、
あ
そ

べ
る
？
」
と
い
う
電
話
か
ら
始
ま
る
。

子
供
た
ち
の
放
課
後
は
忙
し
い
。
ス
イ
ミ

ン
グ
・
ピ
ア
ノ
・
学
習
塾
…
学
校
の
部
活
動

は
、
塾
の
な
い
日
だ
け
に
し
て
ほ
し
い
と
い

う
親
さ
え
い
る
時
代
に
な
っ
た
。
遊
べ
る
相

手
を
電
話
で
探
し
、
や
っ
と
見
つ
け
た
相
手

と
、
部
屋
の
中
で
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
、
遊
び

か
ら
も
群
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。

と
は
い
え
、
今
の
子
供
が
、
群
に
な
れ
な

い
訳
で
は
な
い
。
小
学
校
の
運
動
場
で
は
サ

ッ
カ
ー
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
（
＝
写
真
）
な
ど
、

群
れ
て
遊
ぶ
子
供
が
た
く
さ
ん
い
る
。
今
な

ら
ま
だ
間
に
合
う
。

少
子
化
の
影
響
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る

た
め
に
、
群
れ
て
暮
ら
す
こ
と
の
大
事
さ
を
、

大
人
も
子
供
も
実
感
し
た
い
。

（
竜
洋
東
小
学
校
　
校
長
）

事業所内
 

託児施設
 ヤマハ発動機 ヤマハ発動機 

ヤマハ発動機グループ社員の子女（生
後8週～就学前まで）を利用対象とし、
2005年4月に開所。企業内カレン
ダーに即した開園日や勤務（残業）
時間にマッチした延長保育（18：00
～20：00）を取り入れて運営している。
子育て中の社員の労働環境整備を
目指して設置されている。本社から
約400mの場所にある。 

磐南同
ホームペ

同窓会だより 

祝70周

ネットワーク 

磐南同
ホームペ

時
期
は
前
後
し
ま
す
が
、
私
自

身
も
娘
の
誕
生
に
と
も
な
う

3
ヶ
月
の
育
休
と
い
う
大
き

な
転
機
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
磐
田
市
役
所
始
ま
っ

て
以
来
の
「
男
の
育
休
」
と

し
て
新
聞
に
も
取
材
さ
れ
た

体
験
を
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

男
の
育
休
は
、「
子
育
て
」

を
テ
ー
マ
に
若
手
職
員
の
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
活
動

し
、
市
長
出
席
の
報
告
会
で

「
私
、
育
休
と
り
ま
す
！
」

と
宣
言
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

妻
は
心
配
そ
う
で
し
た

が
、
職
場
の
上
司
も
「
お
も

し
ろ
そ
う
じ
ゃ
ん
！
」
と
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
オ
ム
ツ

替
え
も
満
足
に
で
き
な
か
っ

た
私
の
子
育
て
が
始
ま
り
ま

し
た
。

「
子
ど
も
と
楽
し
く
過
ご

せ
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
い
う
の

が
、
そ
れ
ほ
ど
甘
く
な
い
と
い

う
こ
と
は
す
ぐ
に
現
実
と
な
り
、

あ
ま
り
経
験
の
な
い
掃
除
、
洗

濯
、
さ
ら
に
育
児
を
す
る
毎
日

は
、
や
は
り
た
い
へ
ん
な
面
も

あ
り
ま
し
た
。（
育
児
ダ
イ
エ
ッ

ト
？
で
4
キ
ロ
や
せ
た
の
は
大

さ
ん
味
わ
い
ま
し
た
が
、
仕
事
復

帰
後
の
今
で
は
妻
と
の
家
事
・

育
児
の
分
担
も
ご
く
自
然
に
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か

ら
、
男
の
育
休
の
効
果
も
あ
る

の
か
な
、
と
納
得
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

少
子
化
社
会
に
お
け
る
男

性
の
育
児
休
業
の
意
義
な
ど

と
難
し
い
こ
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
で
も
言
え
る
事

は
「
子
育
て
は
や
は
り
楽
し

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
子

供
の
成
長
を
間
近
で
じ
っ
く

り
感
じ
ら
れ
る
し
あ
わ
せ
を

専
業
で
体
験
で
き
る
の
で
す

か
ら
、
こ
ん
な
制
度
を
活
用

し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
機
会
の
あ
り
そ
う
な

男
性
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
女
性

の
皆
さ
ん
に
も
「
男
の
育
休
」

を
ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。

（
磐
田
市
職
員
）

高40回　鈴木 法之 

環
と
し
て
、
幼
保
一
元
化
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

幼
稚
園
と
保
育
園
を
一
緒
に

し
て
し
ま
お
う
と
す
る
試
み

で
す
。
今
日
本
で
は
、
一
年

間
に
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の

数
が
ド
ン
ド
ン
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
第
2
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
に
生
ま
れ
今
30
才
に

な
っ
て
い
る
人
達
の
時
代
に

比
べ
昨
年
生
ま
れ
た
子
供
の

数
は
約
半
数
の
110
万
人
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

影
響
を
受
け
て
ほ
と
ん
ど
の

幼
稚
園
で
は
、
入
園
児
の
確

保
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
一
方
で
保
育
園
の
現

場
で
は
、
入
園
し
き
れ
な
い

多
く
の
待
機
児
童
が
発
生
し

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
こ

れ
は
共
働
き
の
世
帯
が
半
数

を
超
え
た
こ
と
や
、
子
育
て

に
不
安
や
負
担
を
感
ず
る
親

が
増
加
し
た
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
二
つ
を
一
緒
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
幼
稚
園
の
経
営

の
安
定
と
保
育
園
の
待
機
児

童
の
解
消
を
同
時
に
解
決
し

よ
う
と
す
る
こ
と
が
幼
保
一

元
化
の
大
き
な
目
的
の
一
つ

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

に
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か

難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。（
別
表
参
照
）
例
え
ば
お

預
か
り
す
る
時
間
は
、
幼
稚

園
は
原
則
4
時
間
で
す
が
、

保
育
園
で
は
原
則
8
時
間
で

す
。
又
、
幼
稚
園
は
原
則
3

才
以
上
で
す
が
、
保
育
園
で

は
、
生
ま
れ
て
2
ヶ
月
後
の

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
預
か
り
し

て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
幼
稚

園
の
所
管
は
文
部
科
学
省
で

す
し
、
保
育
園
は
、
厚
生
労

働
省
で
す
。
国
に
於
て
統
合

双
方
の
主
張
が
噛
み
合
わ
な
い

状
態
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
国
で
は
、
厚
労

省
の
保
育
課
長
ポ
ス
ト
に
文
科

省
の
現
役
の
課
長
を
異
動
さ
せ

る
等
し
て
こ
の
縦
割
り
問
題
の

解
消
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

現
在
で
は
先
に
挙
げ
た
い
ろ
い

ろ
な
問
題
点
の
解
決
策
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
私
ど
も
社
会
福
祉
法

人
天
竜
厚
生
会
で
は
、
現
在

掛
川
市
か
ら
湖
西
市
ま
で
県

西
部
に
お
い
て
13
の
保
育
園

を
経
営
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
、
新
た
に
掛
川
市
立
病

院
の
隣
接
地
で
「
幼
保
園
」

を
経
営
す
る
機
会
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
幼
稚

園
と
保
育
園
の
施
設
を
単
に

合
体
す
る
の
で
は
な
く
現
在

の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
持
つ

概
念
か
ら
抜
け
出
し
た
新
し

い
幼
保
園
を
目
指
し
、
地
域

の
要
望
や
親
御
さ
ん
の
子
供

へ
の
「
教
育
と
保
育
」
両
方

の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
答
え
ら

れ
た
ら
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
（
平
成
18
年
）
秋
の
オ

ー
プ
ン
を
目
指
し
て
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
天
竜
厚
生
会
理
事
長
）

幼稚園と保育園の制度の比較 

所　管 

対　象 

保育時間 

利用料金 

幼稚園 保育園 

幼保園建設予定地にて（後方は掛川市立病院） 

文部科学省 

満3才から 

原則4時間 

 所得に関係なし 
定額 

厚生労働省 

 

原則8時間 

所得に応じて 
負担 

0才から 
（保育に欠ける乳幼児） 

子
供
は
群
れ
で
育
つ
の
が
い
い 

高
16
回
　
長
谷
川
ト
キ 
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県
中
・
西
部
地
域
を
対
象
に

発
行
し
て
い
る
タ
ウ
ン
誌
の
編

集
に
長
い
間
携
わ
っ
て
い
る
関

係
も
あ
っ
て
、
遠
州
地
方
の
市

町
村
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
隈
無

く
歩
い
た
。
そ
の
お
陰
も
あ
っ

て
遠
州
地
方
の
歴
史
・
文
化
に

関
し
て
の
知
識
は
プ
ロ
並
み
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
し
ば
し

ば
講
演
も
依
頼
さ
れ
る
。「
ま
ち

お
こ
し
・
ま
ち
づ
く
り
」
に
関

し
て
の
意
見
な
ど
も
聞
か
れ
る

事
が
多
い
。
私
は
「
ま
ち
づ
く

り
に
関
し
て
最
も
大
切
な
こ
と

は
…
」
と
訊
ね
ら
れ
た
場
合
、

即
座
に
「
ま
ち
の
個
性
が
、
ま

ち
づ
く
り
の
種
で
あ
る
」
と
答

え
る
。
ま
ち
づ
く
り
、

ま
ち
お
こ
し
へ
の
創
造

は
無
限
で
あ
る
。
あ
る

人
は
「
そ
こ
に
ま
っ
た

く
な
か
っ
た
モ
ノ
を
創

る
こ
と
だ
」「
今
ま
で
隠

れ
て
い
た
モ
ノ
を
目
に

見
え
る
カ
タ
チ
に
す
る

こ
と
だ
」「
そ
こ
の
住
民

が
不
足
し
て
い
る
モ
ノ

を
、
ま
ず
つ
く
る
こ
と

だ
」「
カ
ネ
の
入
る
働
き

場
を
つ
く
る
こ
と
だ
」

…
と
際
限
が
な
い
。

県
で
は
平
成
三
年
、

「
東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

事
業
」
を
発
足
さ
せ
た
。

磐
田
市
の
場
合
、
そ
の

事
業
の
発
展
が
「
磐
田
歴
史
財

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の

本
整
備
計
画
書
に
ま
と

め
ら
れ
、
平
成
八
年
に

磐
田
市
見
付
に
「
見
付

宿
を
考
え
る
会
」
と
い

う
ま
ち
づ
く
り
の
会
の

発
足
を
見
た
。
以
来
、

そ
の
会
に
も
関
わ
り
を

持
っ
て
消
え
か
け
て
い

た
縁
日
の
復
活
や
、
街

中
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
見

立
て
た
「
文
化
展
」
の

開
催
な
ど
、
年
齢
を
忘

れ
て
没
頭
し
て
い
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
・
ま
ち

お
こ
し
」
は
官
民
一
体

に
な
ら
な
け
れ
ば
完
成

す
る
も
の
で
は
な
い
。

「
カ
ン
と
打
て
ば
ミ
ン

現
在
、
私
は
浜
松
市
か
ら
派
遣

さ
れ
、（
財
）
浜
松
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
各
種
の

大
会
、
会
議
な
ど
を
誘
致
・
支
援

し
た
り
、
観
光
P
R
に
努
め
、
一

人
で
も
多
く
の
方
が
浜
松
市
を
は

じ
め
と
す
る
静
岡
県
西
部
地
域
に

お
越
し
い
た
だ
く
よ
う
、
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

全
国
各
地
で
合

併
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
都
市
の
盛
衰
は
交
流
人
口

が
多
い
か
少
な
い
か
に
よ
っ
て
決
ま

る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
浜
松
市
で

も
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
に
も
目
を

向
け
、
国
際
会
議
の
開
催
や
外
国
人

観
光
客
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
近
年

新
し
い
観
光
形
態
と
し
て
工
場
見
学

が
で
き
る
産
業
観
光
が
注
目
さ
れ
、

外
国
人
の
間
で
も
浜
松
地
域
の
産
業

観
光
に
は
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

メ
イ
ド
・
イ
ン
浜
松
製
品
は
、
そ

の
技
術
力
に
よ
り
世
界
市
場
に
お
い

て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
ホ
ン

ダ
・
ヤ
マ
ハ
・
ス
ズ
キ
・
カ
ワ
イ
・

ホ
ト
ニ
ク
ス
等
々
で
あ
る
。
外
国
で

「
浜
松
は
ど
こ
か
？
」
と
聞
か
れ
て

「
東
京
と
大
阪
の
真
ん
中
で
…
」
と
答

え
る
よ
り
も
「
ヤ
マ
ハ
、
ス
ズ
キ
…

…
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
す
」
と
言
っ

た
ほ
う
が
は
る
か
に
理
解
が
早
い
。

浜
松
市
は
七
月
一
日
に
周
辺
十
一

市
町
村
と
合
併
し
、
面
積
は
一
五
一

一

（
全
国
第
二
位
）
と
な
り
、

海
、
山
、
湖
、
川
な
ど
の
豊
か
な
自

然
や
、
歴
史
的
・
文
化
的
伝
統
芸
能

な
ど
多
く
の
魅
力
が
加
わ
っ
た
。
こ

う
し
た
観
光
素
材
と
産
業
観
光
を
組

み
合
わ
せ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

や
古
都
の
神
社
仏
閣
に
も
負
け
な
い

観
光
地
、
地
域
づ
く
り
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
る
。

世
界
的
規
模
の

大
交
流
時
代
を
迎

え
、
浜
松
地
域
の

産
業
観
光
は
、
ア

ジ
ア
諸
国
を
は
じ

め
と
す
る
外
国
人
観
光
客
誘
致
の

目
玉
商
品
に
成
り
得
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

増
加
を
図
り
、
交
流
を
通
し
て
国

際
相
互
理
解

の
増
進
に
寄

与
し
て
い
き

た
い
。

合
併
の
機
運
が
た
け
な
わ
の
頃
、
袋

井
市
長
が
広
報
に
合
併
に
つ
い
て
面
白

い
た
と
え
話
を
書
か
れ
て
い
た
の
で
、

引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

「
合
併
は
結
婚
に
似
て
い
る

（
一
）
必
要
性
を
両
者
が
感
じ
る
。

（
二
）
お
互
い
を
理
解
す
る
。

（
三
）
相
思
相
愛
。

お
互
い
が
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
家
庭
（
新
し
い
市
）

を
築
い
て
い
く
か
話
し
合
い
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
い
ま
ま
で
育
っ
た
、

環
境
、
性
格
が
違
う
仲
間
が
、
こ
れ
か

ら
を
共
に
生
き
て
い
く
の
だ
か
ら
、
譲

歩
と
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
地
に

住
め
ば
誰
も
愛
着
の
あ
る
町
名
な
ど
残

し
た
い
も
の
は
多
々
あ
っ
た
事
だ
ろ
う

が
、
そ
こ
は
譲
歩
の
精
神
で
考
え
る
こ

と
で
一
歩
前
に
進
む
こ

と
に
な
る
。」

大
合
併
で
、
ど
こ
を

見
て
も
新
市
・
新
町
ば
か
り
で
今
の
と

こ
ろ
ど
ん
ぐ
り
の
背
比
べ
状
態
で
あ

る
。
そ
の
中
か
ら
抜
き
ん
出
る
に
は
地

域
に
あ
っ
た
特
徴
あ
る
街
づ
く
り
を
考

え
た
い
。

（
一
）
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。

（
二
）
子
育
て
支
援
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

手
厚
く
。

（
三
）
若
い
人
達
に
魅
力
あ
る
住
宅
設

備
の
充
実
。

（
四
）
自
力
で
市
民
と
共
に
歩
き
続
け

る
市
を
つ
く
る
。

住
ん
で
み
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら

も
住
み
続
け
た
い
。
安
心
安
全
で
夢
の

あ
る
町
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
少
子
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
活
力
の
あ
る
街
づ
く
り
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

本
年
四
月
、
新
磐
田
市
が
誕
生

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
市
民
主

体
の
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
が
五
月
二
八

日
に
行
わ
れ
た
。

過
去
数
年
見
付
地
区
で
行
わ
れ

て
い
た「
遠
州
大
名
行
列
・
舞
車
」

を
メ
イ
ン
と
す
る
「
い
わ
た
大
祭

り
」
だ
。
主
催
は
見
付
地
区
の
有

志
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
。

費
用
も
か
か
る
が
、
お
世
話
を
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
変
な
も
の

だ
。
折
角
の
合
併
だ
か
ら
と
、
実

行
委
員
会
は
、
他
地
区
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
た
。
豊
田
池
田
地
区

と
中
泉
地
区
が
一
緒
に
や
る
こ
と

と
な
っ
た
。
本
当
は
、
豊
岡
、
竜

洋
、
福
田
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
か
っ
た
の
だ
が
、
会
場
の
設

定
、
時
間
的
制
約
、
大
名
行
列
の

行
程
等
の
問
題
が
あ
り
残
念
な
が

ら
二
地
区
の
み
と
な
っ
た
。
二
月

頃
、
実
行
委
員
会
か
ら
、
舞
車
の

屋
台
に
中
泉
の
山
車
を
借
用
す
る

こ
と
は
可
能
か
？
と
い
う
打
診
が

あ
っ
た
。
我
が
母
校
の
立
地
、
市

役
所
の
位
置
、
過
去
の
行
政
の
経

緯
、
選
挙
や
幹
部
職
員
の
人
事
な

ど
の
歴
史
が
示
す
と
お
り
、
見
付

財
団
法
人
浜
松
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

専
務
理
事
兼
事
務
局
長

高
18
回
　
大
橋
清
人

訪
日
外
国
人
の
増
加
に
向
け
て

高
8
回
　
幡
鎌
道
子

合
併
後
は
地
域
に
合
っ
た
特
徴

あ
る
街
づ
く
り
を

高4回　小林佳弘
「カンと打てば、ミンと響く」まちづくりを

高
22
回
　
高
橋
一
良

真
の「
い
わ
た
大
祭
り
」の
実
現
を
！

▲遠州大名行列 磐田駅前ジュビロードにて

と
中
泉
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
ラ

イ
バ
ル
だ
っ
た
。
最
近
は
表
だ
っ

た
対
立
は
見
ら
れ
な
い
が
、
過
去

に
は
様
々
な
因
縁
史
が
残
さ
れ
て

い
る
！
だ
か
ら
、
だ
か
ら
こ
そ
合

併
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
中
泉
の
祭
の

シ
ン
ボ
ル
山
車
が
、
舞
車
と
い
う

見
付
に
伝
わ
る
謡
曲
の
世
界
に
入

り
込
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
、

画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
も

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ

り
、
こ
の
実
現
に
奔
走
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
結
果
、
大
成
功
だ
っ

た
。
人
は
自
ら
の
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
。
だ
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
無
償
の
汗
を
流
そ
う
と
す
る
。

新
磐
田
市
の
全
市
民
参
加
型
（
全

市
民
に
参
加
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

の
意
）
の
名
実
相
伴
っ
た
「
い
わ

た
大
祭
」
を
実
現
、
継
続
さ
せ
た

い
と
願
う
。
同
じ
思
い
を
共
有
す

る
こ
と
、
と
も
に
汗
を
流
す
こ
と

が
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
だ
と
考

え
る
か
ら
。
そ
の
芽
は
今
年
し
っ

か
り
と
生
ま
れ
た
。
こ
れ
を
ど
の

よ
う
に
育
て
る
か
、
新
磐
田
市
民

の
パ
ワ
ー
が
問
わ
れ
て
い
る
。

▲中泉の祭のシンボル山車が見付の舞車に

と
響
く
」
…
。
そ
ん
な
町
に
「
い

わ
た
」
は
な
ら
な
い
も
の
か
…
。

現
在
、
国
土
交
通
省
と
経
済
産

業
省
が
駅
前
な
ど
の
中
心
市
街
地

の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
、
都
市
計
画
法
や
中
心
市
街
地

活
性
法
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

磐
田
市
の
場
合
を
見
て
も
、
病
院
、

大
学
、
福
祉
・
文
化
施
設
の
ほ
と

ん
ど
が
郊
外
に
拡
散
し
て
い
て
、

ま
さ
に
中
心
部
の
空
洞
化
を
助
長

し
て
い
る
。
こ
れ
は
過
去
の
月
並

行
政
の
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

施
設
が
中
心
部
に
集
め
ら
れ
れ
ば

磐
田
市
の
中
心
街
は
見
事
に
復
活
、

「
ま
ち
活
性
化
」
は
実
現
し
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
先
進
地
と
な
る
の
だ

が
…
。
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向井興産（株） teshima@mukaikosan.com 

TEL.03-5751-7125　FAX.03-5751-7207 
URL:http://www.mukaikosan.com 

手島（平野）由美子（高29回） 

ピタットハウス旗の台店 
ヤマハ㈱　特約楽器店 

tel：0538-32-9035　fax:0538-35-0568 
http://www.sohgakusya.co.jp/

石 川　勝 康（高25回） 

㈱　創　楽　社 
地域に密着した医療を目指します 

一般及び寝たきり老人 往診応需 

内科・小児科　木佐森医院 
院長　木佐森正樹（高25回） 

〒438-0077 磐田市国府台55－1 
 TEL.0538－32－2555

ス
テ
イ
初
日
か
ら
考
え
る
と
、

こ
ん
な
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

話
せ
る
よ
う
に
な
る
と
は
！
今

日
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
時
間
は

短
か
っ
た
が
ヨ
セ
ミ
テ
の
感
想

や
昔
の
登
山
の
思
い
出
を
交
え

て
た
く
さ
ん
話
が
で
き
た
。
で

も
フ
ァ
ザ
ー
の
質
問
に
知
識
が

な
く
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、

本
当
に
無
念
。
明
日
は
感
謝
の

気
持
ち
を
た
く
さ
ん
伝
え
ら
れ

た
ら
い
い
な
あ
〜
。
頑
張

る
！
！
と
、
こ
ん
な
感
じ
に
過

ぎ
た
、
あ
っ
と
言
う
間
の
六
日

間
で
あ
っ
た
。
私
の
好
き
な
小

説
が
『
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
の
日
記
』
で
あ
る
た
め
こ

の
よ
う
な
日
記
を
載
せ
た
の
だ

が
、
日
記
を
見
返
し
て
み
て
、

緊
張
や
不
安
の
中
で
、
得
る
も

の
は
多
か
っ
た
し
、
自
分
も
大

き
く
成
長
で
き
た
気
が
す
る
。

私
の
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
「
恥
ず
か
し
が
る
こ
と
が
恥
ず

か
し
い
」
と
気
付
い
た
こ
と
だ
。

私
の
中
で
は
、
完
璧
で
な
い
も
の

は
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
そ
う
で
は
な
い
。
完
璧
で
な

い
中
か
ら
自
分
を
さ
ら
け
出
し
当

た
っ
て
い
く
こ
と
が
、
英
語
を
学

び
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
の
一
番

の
近
道
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
人
は
ち
ょ
っ
と
し

た
間
違
い
で
軽
蔑
し
た
り
し
な

い
し
、
懸
命
に
理
解
し
よ
う
と

し
て
く
れ
た
。
そ
の
姿
勢
は
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
し
、
さ
す
が

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
プ
ン
な
姿
勢

は
日
本
人
が
学
ぶ
べ
き
も
の
だ

と
思
う
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
に
行

き
た
い
。
そ
し
て
ク
レ

メ
ン
タ
イ
ン
に
会
い
た

い
。
次
に
会
っ
た
時
は

二
人
と
も
大
人
に
な
っ

て
、
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
の
失
敗
談
も
き
っ

と
笑
っ
て
話
せ
る
良
き

思
い
出
に
な
っ
て
い
る

▲ゴールデンゲートブリッジにて

福
岡
県
飯
塚
市
の
総
合
脊
損

セ
ン
タ
ー
内
に
、
磐
南
の
も
う

一
つ
の
教
室
が
あ
り
ま
す
。

木
下
昌
（
あ
き
ら
）
君
は
平

成
16
年
5
月
、
柔
道
の
練
習
中
、

頸
椎
・
頸
髄
に
損
傷
を
負
い
ま

し
た
。
首
か
ら
下
の
機
能
回
復

は
難
し
く
、
今
で
も
自
力
呼
吸

が
困
難
な
状
況
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

し
か
し
驚
く
べ
き
は
、
彼
の

生
き
る
意
欲
、
学
問
へ
の
関
心

の
強
さ
で
す
。
明
晰
な
頭
脳
に

は
少
し
の
衰
え
も
あ
き
ら
め
も

見
ら
れ
ま
せ
ん
。

本
年
6
月
、
木
下
君
は
1
年

遅
れ
で
、
理
数
科
3
年
に
復
学

し
ま
し
た
。
現
在
は
わ
ず
か
な

唇
の
動
き
だ
け
で
パ
ソ
コ
ン
を

操
作
し
、
e
メ
ー
ル
送
付
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
支

援
チ
ー
ム
の
先
生
方
に
よ
れ

ば
、
大
学
受
験
を
目
指
す
の
に

十
分
な
学
力
と
の
こ
と
で
す
。

昨
年
同
窓
会
だ
よ
り
で
木
下

君
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
同
窓
生
か
ら
励

ま
し
や
支
援
の
賛
同
を
頂
き
ま

し
た
。
お
礼
と
共
に
募
金
状
況

の
報
告
を
致
し
ま
す
。

〈
著
作
及
び
寄
贈
〉

▼
禅
の
心
で
家
庭
料
理

桜
井
孝
順
　
（
高
17
回
）

▼
短
歌
集
　
大
の
浦
辺
に

柏
木
榛
夫
　
（
高
3
回
）

▼
父
か
ら
の
バ
ト
ン

仲
村
ひ
ろ
み

（
菊
池
ひ
ろ
み
・
高
27
回
）

▼
閉
鎖
師
ユ
ウ
と
黄
昏
恋
歌

墓
標
の
森
と
魔
女
の
本

〜
閉
鎖
師
秘
戦
録
〜

扇
　
智
史

（
大
城
知
之
・
高
49
回
）

▼
こ
ち
ら
ご
み
収
集
現
場

い
ち
こ
ろ
に
こ
ろ
？

金
原
義
明
　
（
高
31
回
）

▼
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
風

平
田
明
美
　
著

平
田
忍
寄
贈
（
高
23
回
）

Ｏ
Ｂ
文
庫

平
成
16
年
８
月
〜
17
年
７
月

三
月
二
十
日
〜
三
十
一
日
の
十
二
日
間
を
利
用
し

て
、
磐
田
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
市
並
び
に
高
校
を
訪
問
い
た
し
ま

し
た
。
大
橋
同
窓
会
長
を
団
長
に
、
選
抜
生
徒
二
十
五

名
に
加
え
、
堀
内
前
P
T
A
会
長
、
引
率
教
員
四
名
の

総
勢
三
十
一
名
を
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高
校
側
は
大
変

温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
尾
崎
教
育
振
興
基
金
の
助
成
を
受
け

て
、
国
際
的
な
視
野
を
備
え
た
人
材
の
育
成
と
国
際
交

流
を
目
的
に
十
四
年
前
に
始
ま
り
、
今
回
で
七
回
目
を

迎
え
ま
す
。
途
中
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
影
響
で
直
前
に

断
念
を
し
た
幻
の
六
回
目
を
経
て
学
校
後
援
会
、
研
修

課
を
始
め
と
し
た
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
四
年
ぶ
り

に
再
開
し
ま
し
た
。

生
徒
達
は
数
ヶ
月
を
か
け
て
日
本
文
化
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
紹
介
す
る
為
に
、
様
々
な
準
備
を
し
ま
し
た
。
歌

や
踊
り
、
茶
・
華
・
書
・
武
道
、
日
本
の
遊
び
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
に
至
る
幅
広
い
分
野
を
紹
介
す
る
為
に
、
繰

り
返
し
練
習
を
し
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
向
け
て

英
語
力
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

最
初
の
頃
は
不
安
な
様
子
で
し
た
が
、
持
ち
前
の
元
気

と
意
欲
で
、
十
二
日
間
の
滞
在
を
新
鮮
な
経
験
と
楽
し
い

交
流
の
機
会
に
し
て
く
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

来
年
四
月
に
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高
校
訪
問
団
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
完

結
す
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
我
々
が
十
分
な
受
け
入
れ
態

勢
で
彼
ら
を
迎
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
折
に
は
、
ぜ
ひ
同
窓
生
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

（
職
員
）

い
の
ち
と
平
和
の
詩
集

「
父
か
ら
の
バ
ト
ン
」
ご
紹
介

高
27
回
　
井
上
温
子
（
旧
姓
名
波
）

二
〇
〇
四
年
ク
リ
ス
マ
ス
、

天
か
ら
舞
降
り
る
よ
う
に
一
冊

の
詩
集
「
父
か
ら
の
バ
ト
ン
」

が
私
の
も
と
に
届
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
で

療
養
中
の
菊
池
ひ
ろ
み
（
旧
姓

高
橋
、
筆
名
　
仲
村
）
さ
ん
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。
ど

の
詩
も
ご
家
族
へ
の
深
い
愛
情

と
平
和
を
守
る
強
い
信
念
に
溢

れ
て
い
ま
し
た
。
病
と
闘
い
つ

つ
苦
し
い
呼
吸
の
中
か
ら
こ
ん

な
に
も
優
し
く
強
く
爽
や
か
な

詩
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る

の
か
と
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

本
の
表
題
に
も
な
っ
て
い
る

「
父
か
ら
の
バ
ト
ン
」
と
い
う
詩

は
お
父
様
の
戦
争
体
験
を
幼
い

頃
か
ら
聞
い
て
育
っ
た
ひ
ろ
み

さ
ん
が
平
和
を
希
求
し
て
や
ま

な
い
詩
で
す
。
お
父
様
か
ら
引

継
い
だ
バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
と

次
世
代
へ
語
り
継
ぐ
と
い
う
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

詩
集
は
静
岡
県
立
、
袋
井
、

磐
田
、
竜
洋
の
各
図
書
館
、
母

校
の
袋
井
中
学
、
磐
田
南
高
の

各
図
書
館
に
納
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
読
み
い
た
だ
け

れ
ば
大
変
う
れ
し
い
で
す
。
ま

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://
w
w
w
.geocities.jp/hagum

a27/
hirom

i/

）
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ひ
ろ
み
さ
ん
の
写
真
や
絵

手
紙
、
詩
集
ご
購
入
の
窓
口
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
一
月
二
十
六
日
、

ひ
ろ
み
さ
ん
の
御
霊
は
病
を
得
た

肉
体
か
ら
離
れ
自
由
に
な
り
ま
し

た
。
今
は
向
日
葵
の
よ
う
な
笑
顔

で
平
和
の
た
め
に
大
空
を
駆
け
巡

っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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新
鮮
な
体
験
と
楽
し
い
交
流

高
27
回
　
永
田
　
淳

と
思
う
。
次
に
会
う
時
ま
で
、

こ
の
思
い
出
を
胸
に
秘
め
、
こ

の
出
会
い
に
感
謝
し
、
英
語
に
、

い
や
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
。

「
自
由
の
国
ア
メ
リ
カ
」
こ
の

言
葉
に
偽
り
は
無
か
っ
た
。
ワ

ン
ブ
ロ
ッ
ク
の
食
パ
ン
並
み
の

大
き
さ
の
オ
ニ
オ
ン
リ
ン
グ
の

塊
。
片
側
4
車
線
の
道
路
。
見

渡
す
限
り
の
草
原
。
立
ち
並
ぶ

巨
木
。
す
れ
違
う
巨
人
た
ち
。

こ
の
国
に
は
「
限
度
」
と
い
う

も
の
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

学
校
で
も
自
由
の
精
神
は
貫

徹
さ
れ
て
い
る
。
自
分
が
勉
強
し

た
い
科
目
と
レ
ベ
ル
を
選
択
す
る

権
利
が
生
徒
に
は
あ
る
…
ま
る
で

日
本
の
大
学
教
育
の
よ
う
で
は
な

い
か
。
も
ち
ろ
ん
勉
強
す
る
か
、

し
な
い
か
も
生
徒
の
自
由
だ
…
…

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
、
そ
れ
は
日
本

も
同
じ
で
は
な
い
の
か
。
全
く
違

う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
日
本
も

ア
メ
リ
カ
も
。
少
し
だ
け
違
う
の

は
責
任
に
対
す
る
考
え
方
だ
。
自

由
に
伴
う
責
任
。
ア
メ
リ
カ
社
会

で
は
偉
い
人
ほ
ど
よ
く
働
く
。
と

い
う
よ
り
、
よ
く
働
く
か
ら
そ
れ

に
準
ず
る
ポ
ス
ト
が
与
え
ら
れ
る

の
だ
。働
か
な
く
な
っ
た
ら
最
後
、

さ
よ
う
な
ら
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
こ
れ
は
学
生
に
お
い
て
も
同

じ
だ
。「
勉
強
し
な
く
て
も
い
い

け
ど
、
将
来
ど
う
な
っ
て
も
知
ら

な
い
よ
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

現
在
の
日
本
人
は
責
任
を
恐

れ
る
が
故
に
、
も
っ
と
ず
っ
と
大

切
な
こ
と
を
犠
牲
に
し
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
が
永
い

歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
経
験

に
あ
る
の
な
ら
ば
、
も
う
す
で
に

日
本
は
枯
渇
し
た
硬
い
幹
そ
の
も

の
だ
。
カ
タ
サ
は
堅
実
な
結
果
を

保
証
し
て
は
く
れ
る
が
、
ヤ
ワ
ラ

カ
サ
の
な
い
国
や
社
会
に
発
展
な

ど
な
い
。
第
一
つ
ま
ら
な
い
じ
ゃ

な
い
か
そ
ん
な
社
会
は
！

あ
る
ア
メ
リ
カ
の
学
生
が
言

っ
た
「
ニ
ホ
ン
ハ
ナ
ガ
イ
レ
キ

シ
ガ
ア
ル
ウ
ラ
ヤ
マ
シ
イ
」
と

…
…
羨
ま
し
い
、
か
。
歴
史
の

重
さ
を
感
じ
つ
つ
、
ク
ダ
ラ
ナ

イ
考
え
な
ど
無
視
し
て
、
自
由

に
生
き
よ
う
。
責
任
と
い
う
名

の
代
償
を
払
い
な
が
ら
。
人
生

そ
れ
で
も
充
分
楽
し
め
る
と
い

う
こ
と
を
、
私
は
若
き
先
輩
か

ら
学
ん
で
き
た
の
だ
。

▲パフォーマンスを終えて

▲書道で交流

も
う
一
つ
の
教
室 

〜
木
下
昌
君
の
今
〜 

今後も御支援をお願い致します。 
　郵便振替 
　口  座  名 「木下君を励ます会」 
　口座番号  00800  2  203915

同窓会 588件 2,892,200 
その他 1054件 3,971,432 
合　計 1642件 6,863,632 
 

■募金状況 （単位：円） 

（H17.7.31現在） 

自
由
の
国
ア
メ
リ
カ

3
年
　
永
島
知
明

3
月
27
日
「
ス
テ
イ
最
終
日
」

3
年
　
山
田
弓

高27回 
菊池ひろみさん 
（48才にて病没） 

出
版
・
刊
行
物
の
寄
贈
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
磐
田
市
見
付
３
０
８
４ 

　
磐
田
南
高
　
図
書
館 
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2年間の大学合格状況 
（数字は過年度卒を含む合格者延べ数）

 

北 海 道  
帯 広 畜 産  
東 北  
福 島  
筑 波  
埼 玉  
千 葉  
お 茶 の 水 女 子  
電 気 通 信  
東 京  
東 京 外 語  
東 京 学 芸  
東 京 工 業  
東 京 農 工  
一 橋  
横 浜 国 立  
新 潟  
金 沢  
山 梨  
信 州 　  

　人文 
　　　教育 

静　岡　　　理 
工 
農 

情報 
浜 松 医 科 　 医  

看 
名 古 屋  
名 古 屋 工 業  
京 都  
大 阪  
大 阪 外 国 語  
神 戸  
岡 山  
広 島  
徳 島  
高 知  
香 川  
愛 媛  
九 州  
琉 球  
高 崎 経 済  
首 都 大 学 東 京  
東 京 都 立  
横 浜 市 立  
都 留 文 科  
山 梨 県 立  

食 
静岡県立　国関 
県 立 　 薬  

看護 
愛 知 県 立  
名 古 屋 市 立  
兵 庫 県 立  
その他国公立大 
国 公 立 大 学 計  

文 部 省 所 管 外  
防 衛 大 学 校  

国 公 立 大  
5 
1 
7 
1 
3 
8 
5 
1 
1 
6 
6 
2 
4 
2 
1 
9 
1 
4 
3 
6 
21 
10 
2 
12 
2 
5 
2 
2 
16 
3 
4 
7 
2 
3 
1 
2 
1 
1 
1 
0 
1 
1 
1 
0 
3 
2 
2 
0 
1 
1 
3 
0 
4 
2 
1 
16 
211 

0 
3

2 
1 
2 
1 
5 
5 
10 
1 
1 
7 
4 
1 
1 
1 
3 
5 
3 
6 
2 
3 
13 
11 
 
13 
3 
3 
2 
1 
16 
2 
5 
14 
2 
2 
1 
3 
1 
2 
1 
2 
1 
1 
1 
2 
0 
2 
2 
2 
2 
4 
1 
1 
2 
4 
1 
25 
212 

0 
1

文 教  
千 葉 工 業  
青 山 学 院  
学 習 院  
北 里  
国 立 音 楽  
慶 應 義 塾  
国 士 舘  
駒 澤  
芝 浦 工 業  
上 智  
成 城  
専 修  
中 央  
津 田 塾  
東 海  
東 京 女 子  
東 京 農 業  
東 京 薬 科  
東 京 理 科  
東 洋  
日 本  
法 政  
武 蔵 工 業  
武 蔵 野  
明 治  
明 治 学 院  
明 治 薬 科  
立 教  
早 稲 田  
神 奈 川  
静 岡 文 化 芸 術  
聖隷クリストファー 
常 葉 学 園  
愛 知  
愛 知 医 科  
愛 知 学 院  
愛 知 工 業  
中 京  
豊 田 工 業  
名 古 屋 外 国 語  
名 古 屋 女 子  
南 山  
日 本 福 祉  
藤 田 保 健 衛 生  
名 城  
京 都 外 語  
同 志 社  
同 志 社 女 子  
立 命 館  
関 西  
関 西 外 語  
近 畿  
関 西 学 院  
そ の 他 私 立 大  
私 立 大 学 計  

国公立短期大学 
私立短期大学計  
短 期 大 学 計  

11 
1 
3 
1 
5 
 
18 
1 
3 
15 
4 
3 
11 
19 
2 
7 
4 
6 
1 
23 
5 
13 
10 
8 
 
12 
2 
1 
7 
16 
7 
10 
18 
10 
17 
1 
4 
5 
21 
3 
2 
6 
19 
6 
4 
14 
3 
14 
2 
37 
8 
4 
4 
1 
114 
549 

4 
5 
9

11 
1 
11 
2 
7 
1 
17 
2 
2 
24 
7 
6 
9 
17 
4 
4 
3 
5 
1 
24 
1 
23 
14 
4 
1 
19 
8 
2 
10 
22 
11 
25 
14 
10 
9 
1 
4 
6 
14 
1 
1 
8 
21 
1 
4 
20 
7 
12 
6 
34 
22 
2 
5 
6 
133 
639 

3 
5 
8 
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会計報告

ご予約・ 
お問い合わせは 

静岡県磐田市岩井2280　〒438-0016

FAX：0538-36-1012　E-mail：iwata-gh-soumu@enshu-net.or.jp 
ホームページ：http://www.enshu-net.or.jp/iwata.g.h

　0538-34-1211

▼
本
年
度
の
総
会
も
多
数
の
皆
様

の
ご
参
集
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
二
期
目
の
大
橋
会
長

を
中
心
と
し
た
本
部
役
員
の
皆
様

も
一
段
と
充
実
し
献
身
的
な
活
動

で
あ
り
ま
し
た
。

▼
総
会
は
全
て
の
会
務
・
事
業
事

項
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
監
査
の

堀
口
道
昭
氏
が
健
康
上
の
理
由
に

よ
り
、
高
12
回
の
青
島
公
悦
氏
に

交
代
さ
れ
ま
し
た
。
堀
口
氏
の
多

大
な
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
本
年
度
よ
り
袋

井
支
部
が
発
足
し
、
活
動
を
始
め

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▼
さ
て
、
母
校
に
お
い
て
は
、
今

年
は
21
世
紀
に
向
け
て
の
人
材
育

成
研
究
で
あ
る
、
文
科
省
指
定
ス

ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク

ー
ル（
S
S
H
）事
業
の
ま
と
め
の

年
と
な
り
ま
し
た
。
9
月
以
降
、

国
内
外
の
専
門
家
を
招
い
て
分
野

ご
と
の
研
究
発
表
を
断
続
的
に
行

い
、
11
月
2
日
の
大
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
ひ
と
区
切
り
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
そ
れ
ら
に
先
立
ち
8
月
に
は

S
S
H
で
の
研
究
成
果
が
、
全
国

生
徒
研
究
発
表
大
会
で
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
賞
全
国
ベ
ス
ト
4
に

輝
き
ま
し
た
。

▼
一
方
そ
の
他
の
学
校
教
育
活
動

で
も
文
武
両
道
の
精
神
が
如
実
に

表
れ
た
年
で
し
た
。「
文
」
に
お

い
て
は
上
の
表
に
示
さ
れ
た
よ
う

に
確
か
な
進
学
実
績
が
、「
武
」

に
お
い
て
は
多
数
の
運
動
部
が
県

大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
中

で
も
陸
上
部
川
口
直
哉
君
が
棒
高

跳
び
で
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
2
連

覇
を
成
し
遂
げ
、
将
棋
部
は
全
国

2
位
の
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

▼
中
断
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
マ

ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高
校
と
の
交
流

事
業
も
再
開
さ
れ
、
大
橋
会
長
を

団
長
と
し
て
生
徒
25
名
が
3
月
に

訪
問
し
、
交
流
を
深
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

▼
今
春
の
人
事
異
動
で
、
森
田
教

頭
が
浜
名
高
校
に
転
勤
さ
れ
ま
し

た
。
校
内
幹
事
と
し
て
は
藤
原
靖

久
先
生
・
伊
藤
修
二
先
生
が
退
職

さ
れ
、
吉
崎
久
子
先
生
が
磐
田
西

高
に
転
勤
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
佐

藤
・
小
澤
・
林
・
小
杉
・
山
下
5

先
生
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。（

松
本
）

事
務
局
よ
り

4/  1 母校新入生オリエンテーション（会長出席）
4/  3 同窓会だより第26号編集委員会（以後毎月

継続して会合）
4/  6 母校入学式（会長、副会長、監査役出席　同窓会名簿販売）
4/16 同窓会校内幹事会
4/17 磐田支部総会（会長、副会長、校長出席）
4/23 役員会
5/10 平成15年年度会計監査、役員会・役員と校内幹事との懇親会
5/18 PTA・後援会・同窓会役員懇親会
6/  4 卒業50周年記念事業（高校7回）母校に20万円寄贈
6/22 役員会、総会当番年次との打ち合わせと懇親会

慰霊祭担当年次の準備会
6/26 評議委員会・役員会
7/  9 会長・総会当番年次（高35回）代表との打

ち合わせ会
7/20 静岡支部総会（会長、校長出席）
8/13 役員会
8/14 総会最終打ち合わせ会（役員、担当年次代表、校内幹事）

慰霊祭準備（高校26回担当）準備
8/15 慰霊祭（高校26回担当）、第78回同窓会総会（高校35回担当）

卒業40周年記念事業（高校16回）同窓会に資金援助
9/11 関西支部総会（会長、校長出席）
10/22 同窓会だより第26号発刊

役員会・総会当番引継会（高35、高36、役員、校内幹事出席）

11/  2 役員会、母校SSH記念講演会（ノーベル賞
受賞者　白川英樹博士）

11/13 関東支部総会（会長出席）
12/15 総会当番年次（高36）打ち合わせ会（以後

継続的に開催）
2/13 豊田支部総会（会長、校長出席）
2/28 高校57回同窓会入会式（会長、副会長、監

査役出席）
3/  1 高校57回卒業式（会長、副会長、監査役出席）
3/20～31 MV高校訪問（再開）

平成16年度会務報告

収入 平成16年4月1日～17年3月31日 （単位：円）

科　目 金　額 備　考
3,610,000 平成16年3月卒業生（10,000×361）
32,037
200,000 卒業40周年寄付金（高16回生）
295,870 同窓会報広告代等
1,792,183

合　計 5,930,090
備考：平成17年3月卒業生同窓会入会金（360名）3,600,000円は3/1（金）に入金され

ていますが、平成17年度分収入とさせていただきます。

支出　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

科　目 金　額 備　考
1,432,558
222,176 役員会・評議員会等会議費
286,155 同窓会総会・慰霊祭費用等
417,440 支部総会助成・祝儀・旅費等
398,307 転退職餞別・慶弔費等
87,280 通信費・事務費等
21,200 人件費・交通費

2,278,956
0 大学在学生の会への助成

216,600 校章入り印鑑
1,781,574 同窓会報編集・印刷・郵送費等
72,000 東海大会等出場選手激励金
19,152 卒業生氏名の名簿入力費
189,630 ホームページ運営費
500,000
500,000

0
1,718,576

合　計 5,930,090

●別途積立金会計 ●名簿特別会計
１．一般会計の定期預金 10,001,207 定期貯金
２．終身会費等の積立金 48,595,067 1,000,000
３．磐田信用金庫出資金 1,000,000 普通預金
４．諸事業用予備金 2,510,278 2,902,156
合　　　計 ¥ 62,106,552 合　計 ¥ 3,920,156

同窓会入会金
預金利息･配当金
寄 付 金
雑 収 入
前年度繰越金

会務費
会 議 費
総会･慰霊祭費等
支部総会･年次運営費等
慶 弔 費
事 務 費
事 務 局 費
事業費
はぐま学生会助成金
卒業記念品代
会報発行費
教育振興費
名簿関係費
諸 費
積立金支出
別途積立金会計へ
予備費
次年度繰越金

磐田市国府台94-3  TEL 35-2175 
鈴木麻里奈（高38回） 

処方せん受付  マイクロダイエット 

国 府 台 薬 局 
ファミリー薬局 （二之宮） 

美しい水環境をクリエイトする 

磐田市下岡田358-2　136-0051 FAX 37-6622

木戸智弘（高34回）  
㈱ 

収入 平成17年4月1日～18年3月31日 （単位：円）

科　目 金　額 備　考
3,600,000 平成17年3月卒業生（10,000×360）
31,424
200,000 卒業40周年寄付金（高17回生）
300,000 同窓会報広告代等
1,718,576

合　計 5,850,000

支出　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

科　目 金　額 備　考
2,150,000
400,000 役員会・評議員会等会議費
500,000 同窓会総会・慰霊祭費用等
600,000 支部総会助成・祝儀・旅費等
400,000 転退職餞別・慶弔費等
200,000 通信費・事務費等
50,000 人件費・交通費

2,800,000
50,000 大学在学生の会へ助成
250,000 校章入り印鑑
2,100,000 同窓会報編集・印刷・郵送費等
150,000 東海大会等出場選手激励金
50,000 卒業生氏名の名簿入力費
200,000 ホームページ運営費
500,000
500,000
400,000
400,000

合　計 5,850,000

同窓会入会金
預金利息･配当金
寄 付 金
雑 収 入
前年度繰越金

会務費

会 議 費
総会･慰霊祭費等
支部総会･年次運営費等
慶 弔 費
事 務 費
事 務 局 費
事業費

はぐま学生会助成金
卒業記念品代
会報発行費
教育振興費
名簿関係費
諸 費
積立金支出

別途積立金会計へ
予備費

予 備 費

平成17年度各種当番年次
卒業10周年　高校46回生（新年次委員選出）
卒業20周年　高校36回生（総会担当）
卒業30周年　高校27回生（慰霊祭担当）
卒業40周年　高校17回生（同窓会に資金援助）
卒業50周年　高校８回生（母校に資金援助）

総　括 田中、松本、笹川、
磯部、三宅

役員会 松本、笹川、磯部、
佐藤

庶　務 大沢、大塚、松本、
永田、澤井、高木

会　計 永田、大沢
名　簿 田中、笹川、磯部
慶　弔 田中、三宅

はぐま会館 松本、小杉
同窓会だより 鈴木（智）、大塚、小

澤
総会担当 永田、大沢、大塚、

松本
資料リスト 三宅、高木、磯部、

鈴木（敏）、駒形
ホームページ 大沢、熊谷、林

平成17年度校内幹事役割分担

今
年
も
無
事
”
同
窓
会
だ
よ

り
“を
発
刊
で
き
、ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
。
原
稿
や
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ

の
大
水
害
を
始
め
、
日
本
で
も

今
ま
で
に
な
い
大
型
台
風
が
吹

き
荒
れ
ま
し
た
。
来
年
は
良
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

（
袴
田
）

編
集
委
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袴
田
　
悦
子
（
高
16
）

原
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康
代
（
高
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）
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機
（
高
9
）

松
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（
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）
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彦
（
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）

今
井
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子
（
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）
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（
高
20
）
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子
（
高
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）

横
井
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（
高
23
）
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本
富
貴
子
（
高
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）

小
澤
　
美
穂
（
高
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）


